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雇用対策と公契約の

　

　
十
月
十
八
日
（
月
）、
高
知
県
労
連
は
、
県
に
対
し
『
雇
用
の
緊
急
改
善

と
入
札
制
度
の
見
直
し
等
に
関
す
る
申
し
入
れ
』を
行
い
ま
し
た
。県
労
連

加
盟
組
織
か
ら
は
十
六
名
が
参
加
し
、県
側
は
雇
用
労
働
政
策
課
長
な
ど
九

名
が
対
応
し
ま
し
た
。
話
し
合
い
で
は
、
一
、
若
者
雇
用
等
の
改
善
、
二
、

高
齢
者
雇
用
の
改
善
、
三
、
働
く
場
の
確
保
、
四
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

の
解
消
、公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

　
昨
年
高
知
県
が
取
り
組
ん
だ
高
卒
の
未
就
職
者
対
策
で
は
七
名
が
就
職

す
る
な
ど
の
成
果
も
出
て
い
ま
す
。ま
た
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
九
名
に
加

え
、ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
を
七
名
か
ら
十
三
名
に
増
員
す
る
な
ど
県
と
し

て
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　
県
労
連
と
し
て

そ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
拠
点
と
し
て「
総

合
就
業
支
援
拠
点
」

の
整
備
を
強
く
働

き
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、緊
急
雇
用

対
策
で
は
若
者
、中

高
年
の
雇
用
ご
と

に
雇
用
創
出
情
況

を
把
握
し
、二
〇
一

二
年
度
以
降
も
充

実
し
て
継
続
す
る

こ
と
を
求
め
る
と

同
時
に
、国
に
も
働

き
か
け
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

　
公
契
条
例
の
制
定
問
題
で
は
昨
年

九
月
の
野
田
市
で
の
条
例
制
定
を
受

け
、
全
国
で
も
制
定
へ
向
け
た
動
き

が
出
て
お
り
、
高
知
市
で
も
公
契
約

条
例
の
制
定
も
視
野
に
入
れ
た
入
札

制
度
・
契
約
制
度
の
あ
り
方
の
議
論

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
動

き
を
受
け
、
県
と
し
て
も
前
向
き
に

検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
県
と
し
て
は
、
受
注
先
と

そ
こ
で
雇
わ
れ
て
い
る
労
働
者
と
は

民
間
と
民
間
の
契
約
で
あ
り
、
行
政

が
労
働
者
の
賃
金
な
ど
を
指
定
す
る

の
は
介
入
に
あ
た
る
と
の
従
来
答
弁

に
終
始
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
最
低

制
限
価
格
の
引
き
上
げ
を
二
回
行

い
、
低
入
札
審
査
も
厳
し
く
行
う
な

ど
、
現
行
制
度
の
見
直
し
は
行
っ
て

い
る
と
答
え
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
入
札
率
は
こ
の
間
引

き
上
げ
ら
れ
た
と
し
な
が
ら
、
そ
れ

が
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
な
い
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
を
把
握
す
る
た
め
に
賃

金
の
実
際
の
支
払
い
状
況
を
報
告
さ

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
違
法
性

は
な
い
」
と
し
な
が
ら
、
消
極
的
に

答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
県
労
連
と
し
て
は
、
こ
の
問
題
を

重
視
し
国
民
大
運
動
の
副
知
事
交
渉

で
更
に
詰
め
て
話
し
合
い
を
行
っ
て

い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

[FAX]088-822-7969

　見直しを求め
－高知県へ申し入れ－

　
年
収
二
〇
〇
万

円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
一
〇
九
九
万

人
。
生
活
保
護
の
受

給
者
一
九
〇
万
人
。
い
ず
れ
も
記

録
更
新
中
▲
木
津
川
計
氏
は
『人

生
と
し
て
の
川
柳
』
で
、
人
の
世
の

森
羅
万
象
を
対
象
と
し
て
い
る
は
ず

の
川
柳
に｢

な
ぜ
貧
し
さ
が
詠
ま
れ

な
い
の
か｣

と
問
い
か
け
、
少
な
い
句

の
中
で
次
の
作
品
な
ど
を
紹
介
し
て

い
る
。
「貧
乏
に
産
ま
れ
何
食
う
て

も
う
ま
い｣｢

友
だ
ち
が
み
な
貧
乏
で

あ
り
が
た
い｣｢

時
は
半
額
シ
ー
ル
貼
る

を
待
つ｣｢

貧
乏
は
恥
で
は
な
い
と
恥

じ
な
が
ら｣

。

貧
困
の
諸
相
は

様
々
。
な
る
ほ
ど
句
作
が｢

貧
し
い｣

▲
税
金
逃
れ
の
た
め
に
、
毎
年
一
月

一
日
に
は
住
所
を
ア
メ
リ
カ
に
移
し

て
い
た
と
い
う
噂
の
竹
中
平
蔵
氏
。

構
造
改
革
路
線
で
格
差
と
貧
困
を

拡
大
し
、
二
〇
〇
九
年
の
選
挙
で

自
民
党
が
政
権
の
座
を
追
わ
れ
る

と｢

構
造
改
革
の
不
徹
底｣

を
敗
北

の
弁
と
し
た
。
当
時
は｢

負
け
犬
の

遠
吠
え｣

と
思
え
た
が
、
今
や
構
造

改
革
の｢

復
権｣

の
様
相
▲
“ジ
ュ
ン

ち
ゃ
ん
と
呼
ん
だ
自
分
が
恥
ず
か
し

い
”。｢

痛
み｣

に
踊
ら
さ
れ
た
人
た
ち

への
警
句
だ
。
県
労
連
機
関
紙
の
川

柳
コ
ー
ナ
ー
を
貧
困
告
発
の
場
に

し
、
構
造
改
革
の
害
悪
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
い
。
“
『改
革
』
の
荒
野
を

億
者
駆
け
め
ぐ
る
”
（田
）
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『
く
ら
し
と
医
療
を
守
る

Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
事
件

　
十
月
八
日
「
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
事
件
」
和
解
報
告
集
会
が
、
県
労
連
、
建

交
労
高
知
県
本
部
、
同
高
知
鉄
道
地
方
本
部
主
催
で
開
催
さ
れ
、
会
場
の

高
知
城
ホ
ー
ル
四
階
に
は
一
〇
〇
名
近
い
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

つ
い
に

和
解
！

～
二
十
三
年
の
闘
い
～

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、

西
山
県
労
連
委
員
長
は

二
十
三
年
間
の
闘
い
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
雇
用
問

題
の
最
終
的
な
解
決
へ

の
取
り
組
み
の
強
化
を

訴
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
建
交
労
元
委

員
長
・
坂
田
晋
作
さ
ん
が

「
国
鉄
闘
争
と
労
働
組
合

の
あ
り
か
方
」
と
題
し
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
坂
田
さ
ん
は
「
国
鉄
闘

争
の
総
括
を
す
る
場
合
、

①
争
議
と
い
う
側
面
、
②

労
働
運
動
と
い
う
二
つ

の
側
面
で
捕
ら
え
る
こ

と
が
必
要
と
指
摘
。
争
議

の
側
面
で
言
え
ば
、
雇
用

問
題
は
残
っ
て
い
る
が
、

い
づ
れ
四
者
四
団
体
も

任
務
が
終
え
れ
ば
解
散

す
る
。
今
後
重
要
な
の
は

労
働
運
動
と
し
て
の
側
面
。
国
鉄

分
割
民
営
化
の
歴
史
的
な
本
質
を

捉
え
な
が
ら
、
国
民
の
足
、
安
全

輸
送
の
確
立
の
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
。
赤
字
の
四
国
を

含
む
Ｊ
Ｒ
三
島
、
貨
物
会
社
の
大

リ
ス
ト
ラ
が
狙
わ
れ
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
Ｌ
の
次
は
Ｊ
Ｒ
と
い
わ
れ
て
い

スタート

全
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

十
月
十
九
日
（
火
）、『
く
ら
し
と

医
療
を
守
る
全
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
』

が
、
本
山
町
と
香
美
市
の
２
コ
ー

ス
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
十
一

月
二
日
の
高
知
県
ま
で
全
市
町
村

へ
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
す
。

る
。
二
十
三
年
間
の
教
訓
を
踏
ま

え
て
国
民
的
な
共
同
の
再
構
築
を

め
ざ
す
時
で
あ
る
。」
と
訴
え
ま
し

た
。
続
い
て
全
動
労
争
議
団
の
戸

嶋
さ
ん
が
お
礼
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。「
家
族
に
は
３
年
我
慢
し
て

く
れ
と
闘
争
を
始
め
た
。
そ
れ
が

一
年
、
ま
た
一
年
と
の
び
て
と
う

と
う
二
十
三
年
に
な
っ
た
。
こ
の

長
期
の
闘
い
が
出
来
た
の
は
、
全

労
連
が
“
労
働
組
合
再
生
の
環
”

と
位
置
づ
け
、
全
国
の
皆
さ
ん
の

支
援
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
山
町
の
コ
ー
ス
へ
は
、
高
知

県
労
連
を
含
め
た
五
名
と
、
本
山

町
職
労
書
記
長
が
参
加
し
ま
し

た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
メ
イ
ン
で
あ

る
『
各
自
治
体
か
ら
貧
困
を
な
く

す
』
と
い
う
視
点
で
、
ま
ず
は
市

町
村
の
立
ち
位
置
や
施
策
を
明
ら

か
に
し
、
国
民
健
康
保
険
、
生
活
保

護
、
介
護
保
険
な
ど
に
つ
い
て
改

善
に
向
け
た
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
西
町
長
は
、「
申
入
れ
書
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
貧
困
と
い

う
視
点
で
も
う
一
度
町
政
を
見
直

し
て
行
き
た
い
」「
福
祉
の
充
実
な

ど
と
と
も
に
農
林
業
、
ま
た
そ
の

加
工
な
ど
産
業
振
興
を
同
時
に
進

め
て
行
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
国
保
の
保
険
料
、
窓
口
負
担
の

減
免
問
題
で
は
、
非
自
発
的
失
業

者
へ
の
国
の
措
置
（
前
年
度
の
年

収
を
三
十
％
と
み
な
す
。
入
院
負

担
の
市
町
村
軽
減
分
の
半
分
を
国

が
負
担
）
の
周
知
と
実
施
を
求
め

る
と
同
時
に
、
そ
れ
以
外
の
住
民

へ
の
制
度
の
拡
大
と
適
用
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

　
滞
納
整
理
機
構
問
題
で
は
、
住

民
の
生
活
支
援
、
生
活
再
建
を
基

本
に
置
き
、
担
当
職
員
も
生
活
保

護
等
の
他
の
制
度
に
つ
い
て
も
基

礎
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
行
政

と
し
て
の
総
合
力
を
発
揮
し
て
対

応
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
各
自
治
体
で
「
東
京
の
派
遣
切

り
の
よ
う
な
形
で
は
な
い
が
、
行

政
が
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
貧
困
は
あ
る
と
思
う
。
貧
困
と

い
う
視
点
で
の
行
政
の
見
直
し
は

必
要
だ
と
思
う
」
と
共
感
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

本
山
町
で
の
申
し
入
れ
の
様
子
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樫やん奮戦記⑬

　 　　

建交労農林支部

　

年金一揆

高齢者医療制度

　

　１０月１５日（金）、市役所

前で『後期高齢者医療制度の

廃止を求める高知県集会』が

開かれました。８０名が参加

し、年金者組合や家族の介護

を行っている方から、報告が

行われました。

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
総
会

　１０月６日（水）、建交労農

林支部が『なくせ　じん肺全

国キャラバン』の一環として、

労働局へ要請を行いました。

要請では、アスベスト使用建

物の処理の実態調査と粉じん

曝露防止の徹底などを求めま

した。

　
一
〇
月
六
日(

水
）、高
知
城

ホ
ー
ル
（
高
知
市
丸
ノ
内
）

で
、
高
知
県
労
連
・
こ
う
ち
労

働
相
談
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
〇

年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
高
知
県
労
連
・
こ

う
ち
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
オ

ル
グ
役
員
、
高
知
県
労
連
加

盟
組
織
か
ら
の
代
表
者
ら
二

十
七
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
樫
原
正
彦
事
務
局

長
が
〇
九
年
度
運
動
・
活
動
の
総

括
と
、
一
〇
年
度
運
動
・
活
動
方
針

(

案)

に
つ
い
て
報
告
・
提
案
し
ま

し
た
。
一
〇
年
度
運
動
・
活
動
方
針

(

案)

で
は
、
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

が
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
に
む

け
た
最
前
線
の
砦
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
な
ど

を
確
認
。
そ
の
た
め
に
、
問
題
解
決

型
か
ら
、
組
織
作
り
型
、「
一
人
か

ら
組
織
へ
」
を
基
調
と
し
た
向
こ

う
一
年
間
の
方
針(

案)

を
提
起
し

ま
し
た
。
総
会
で
報
告
、
提
案
さ
れ

た
運
動
・
活
動
方
針(
案)

、
財
政

（
決
算
・
予
算
）
に
つ
い
て
は
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
長
・
前
田

研
、
副
セ
ン
タ
ー
長
・
宮
本
尚
、
田

口
朝
光
、
事
務
局
長
・
樫
原
正
彦
の

各
氏
を
再
任
し
ま
し
た
。

　

　１０月１５日(金)、全国１

万人総行動「年金者一揆２０

１０」に呼応して、年金者組

合高知県本部が、①県中央部

周辺「街頭宣伝」行動、②個

人｢要求書｣提出行動～１人一

筆行動、③｢後期高齢者医療

制度の即時廃止」高知市・市

役所前昼休み集会・年金一揆

報告の３つの行動を実施し

ました。

　
九
月
、
県
労
連
・
こ
う
ち
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
に
は
、
二
十
三
人

(

女
性
十
人
、
男
性
十
三
人)

の
人

た
ち
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
雇
用
形
態
は
、
正
規
雇
用
十

人
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
二

人
、
有
期
契
約
雇
用
五
人
、
不

明
六
人
。
事
業
規
模
は
、
三
〇

人
未
満
十
二
人
、
三
十
一
人

～
一
〇
〇
人
未
満
三
人
、
一

〇
〇
人
以
上
二
人
、
不
明
六

人
。
相
談
ル
ー
ト
は
、
電
話
帳

四
人
、
紹
介
十
三
人
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

一
人
、
不
明
五
人
。
相
談
内
容

で
は
、解
雇
・
退
職
強
要
五
人
、

賃
金
・
不
払
い
残
業
三
人
、
社

じん肺キャラバン

          廃止求め

会
・
雇
用
保
険
二
人
、
賃
金
・

労
働
時
間
八
人
、
パ
ワ
ハ
ラ

一
人
、
就
職
１
人
、
そ
の
他
三
人

で
し
た
。
九
月
の
労
働
相
談
を
通

じ
て
初
め
て
外
国
人
労
働
者(

四

人)

が
組
合
加
入
を
し
ま
し
た
。

相
談
内
容
や
組
合
加
入
の
経
過
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

四
人(

男
性
・
青
年)

の
出
身
国
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア(

バ
リ
島
出
身
）
で

す
。
就
労
ビ
ザ
で
入
国
し
、
高
知
市

の
飲
食
店
で
働
い
て
い
ま
す
。
同

じ
集
合
住
宅
で
共
同
生
活
を
し
て

い
ま
す
。
賃
金
体
系
は
月
給(

固

定
給)

制
で
高
校
新
卒
者
弱
の

賃
金
水
準
で
す
。
主
な
相
談
内

容
は
、
雇
用
者
か
ら
全
額
の
賃

金
が
支
払
わ
れ
ず
家
賃
や
光
水

熱
費
、
入
国
手
続
き
費
用
な
ど

が
一
方
的
に
天
引
き
さ
れ
手
取

り
額
が
半
額
以
下
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
も
の
で
す
。
さ
な
が

ら
今
、
日
本
で
社
会
問
題
化
を

し
て
い
る
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
の
被

害
に
あ
っ
た
よ
う
な
印
象
で

す
。
外
国
人
労
働
者
と
い
え
ど

も
日
本
で
働
け
ば
当
然
と
し
て
国

内
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り

国
内
法
で
あ
る
労
働
基
準
法
が
適

用
さ
れ
ま
す
の
で
雇
用
主
が
同
法

第
二
十
四
条
（
賃
金
の
総
額
支
払

い
）
に
違
反
す
る
違
法
行
為
を
犯

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
四

人
の
労
働
者
が
不
満
や
疑
問
を
抱

く
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
県
労

連
・
こ
う
ち
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

は
、
中
小
・
零
細
業
者
の
健
全
経
営

を
守
る
立
場
で
す
が
、
違
法
行
為

を
見
す
越
す
わ
け
に
は
い
け
ま
せ

ん
。

　
四
人
は
高
知
で
働
く
こ
と
を
強

く
希
望
し
、
き
ち
ん
と
し
た
賃
金

支
払
い
を
求
め
る
た
め
に
立
ち
上

が
り
高
知
一
般
労
組
に
加
入
し
て

声
を
上
げ
て
要
求
実
現
の
た
め
団

体
交
渉
な
ど
で
問
題
解
決
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
日
本
・
高

知
で
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
激

励
を
送
り
全
面
支
援
を
し
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
高
知
県
労
連
・
労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
を
多
く
の
人
た
ち
に
知
ら
せ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
高
知
県
労
連
・

各
加
盟
組
織
の
「
一
〇
年
秋
の
組

織
・
組
合
員
拡
大｣

運
動
を
大
き
く

前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。



(4）２０１０年１０月２９日　　　   　　　　高　知　県　労　連　　　　     　　　　　　ＮＯ．１２５

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

と
、
機
関
紙
の
感
想
、
組
合

名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
記
入
の
上
、
県

労
連
書
記
局
宛
に
お
送
り

下
さ
い
。

　
抽
選
で
三
名
様
に
図
書

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ｅ
メ
ー
ル
）締
め
切
り
は
翌

月
の
二
十
日
に
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

 
 

　 
 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　
カ
ギ
を
解
き
、二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き

る
言
葉
は
何
？

〔
タ
テ
の
キ
ー
〕 

①
探
偵
は
　

〔ヨコのキー〕

①水が蒸発して
　　　になる ⑥
馬子にも　　　
⑦歌麿、北斎、広
重といえば ⑨寒
い朝に○○が降

５

９

りる ⑩幸○○、
不○○ ⑪霊場を
参拝して回る ⑬
壁に○○あり ⑭
　　　応報

１１ １２

当
選
者
の
発
表
！

　
九
月
号
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
は「
ア
キ
サ
メ
ゼ
ン
セ
ン
」で

し
た
。
　
当
選
者
が
抽
選
で
決
定
し

ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
選
を
逃
し
た
方
も
ド
ン
ド
ン
挑
戦

し
て
く
だ
さ
い
。

《
当
選
者
》

　
　 

武
田
　
麻
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
司
法
）

　 
　

　
　 
熊
谷
　
敏
郎
さ
ん

　
　
　
　
　（
四
万
十
町
職
労
）

祝

８

１

　
　
を
め
ぐ
ら
し
た
　
②
○
○
の
上

に
も
三
年
　
③
弥
生
時
代
の
前
は
　

　
　
時
代
　
④
包
装
　
　
　
の
回
収

　
⑤
全
車
輪
　
　
　
。　
　
　
席
　

⑧
主
な
原
因
　
⑨
　
　
　
と
実
益
を

兼
ね
る
　
⑪
派
手
の
対
語
　
⑫
三
顧

の
○
○
を
尽
く
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

携帯サイトを

４

１３

２３

６

１０

７

五
年
経
ち
　
国
調
の
日
に
　
失
業
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
源
朝
光
）

二
〇
一
〇
年
県
労
連

１４

日
時
　
十
二
月
四
日
（
土
）
一
〇
時
～

場
所
　
高
知
城
ホ
ー
ル
二
階
　

講
師
　
斉
藤
寛
生
全
労
連
幹
事

春
闘
討
論
集
会
を
開
催

記
念
講
演
　
『
公
契
約
運
動
と
地
域
経
済
』

ご覧ください

開設しました

高知自治体労働組合総連合

　９月２４日、　共済会館

委員長　筒井　敬二　書記長　杉村　浩司

全日本建設交運一般労働組合高知県本部

 １０月４日、　福祉交流プラザ

委員長　武田　孝子　書記長　山本淳夫

県医労連第３９回定期大会

１０月９日、厚生年金高知リハビリテーション

委員長　細川　初志　書記長　金子竜太

自交総連高知地連第２９回定期大会

１０月１０日、 青年センター

委員長　中山　和男　　書記長　横田　春吉

高南ハイヤー労組第９回定期大会

　　１０月１０日、 高南ハイヤー

委員長　堀井　一則　　書記長　大塚　崇

郵産労高知支部第２２回定期大会

　　１０月１０日、 龍馬の生まれたまち記念館

支部長　筒井　潤　　書記長　田中　才至　

女性部第２２回定期大会

　１０月１５日、 高知城ホール

部長　林　博子　　書記長　筒井　典子

大会紹介

加盟組織で大会が開かれましたので、紹介します。

川
柳
紹
介

姥
捨
て
の
　
切
符
し
っ
か
り
　
手
に
入
る

　
　                                     

（幸
泉
）

検
事
さ
ん
　
敵
弁
護
士
の
　
世
話
に
な
り

　
　
　
　                        

　
　
　
（か
さ
く
ま
）

時
事
川
柳
を
募
集

風
刺
を
き
か
せ
た
川
柳
を
お
寄
せ
下
さ
い
。


